
No.222011-2012
Autumn-Winter

岐阜大学の活力（いぶき）を地域から世界へ発信する広報誌

published by

医療の最前線を担う
“命の司令塔”
― 医者の真価を育成する高度救命救急センター ―

【特集】

CONNECT?

Interview / 小倉真治

救急医療は人を助けたいという
“医療の原点”が学べるところ。

就職内定率95.7％
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めざすは日本一。
そして、その先の世界へ。
岐阜から、女子相撲の頂点をめざす。

岐阜大学地域科学部 2年　平田 百 さん

　部屋（4階）からキャンパス

を眺めると、赤や黄色に色づい

た木々のまわりを学生たちが歩

いています。木々が季節によっ

てその姿を変えるように、学生

たちも学びによって成長してい

きます。大学において一人の人

間を真に教育するということは、

たとえば一本、一本、木を植え

るようなものです。たとえ植え

た先生自身がいなくなっても、

もしその木が真に根付いたなら

ば、木はどこまでもその成長を

止めないでしょう。教育におい

て、先生は学生の魂に火を付け、

その全人格を導くことが重要で

す。一方、生徒は先生に対して

全力で迫り、先生のすべてを吸

収しなければなりません。教育

とは、そんな真剣な「つながり」

で成り立っています。（編集長）

岐 阜 大 学 の とりくみ
Apr.2011→ Oct.2011Topics

　平田さんが相撲を始めたのは高校1年
生。彼女の高い身体能力に惚れ込んだ
顧問の先生にスカウトされたのがキッカ
ケでした。「最初は見学だけのつもりが、
体験してみたら“ビビビッ”と感じるも
のがあって。理屈じゃなく、とにかくす
ごく楽しかったんです」と相撲に一目
惚れした平田さん。「真正面から激しく
ぶつかり合う立ち会いの緊張感。ルー
ルは単純でも奥が深い。技と経験があ
れば自分より大柄な人を倒せる醍醐味。
とにかく魅力的で、あっという間に夢中
になりました」。
　しかしなぜ、相撲部のない岐阜大学
を選んだのでしょうか。「高校1年の冬
に岐阜で合宿をしたことがあり、その時

の稽古場が『岐阜木曜クラブ』でした。
そこで柴田先生や先輩たちのパワフル
さに惹かれ、またこの道場で練習したい
と強く思ったのです」。合宿最終日に登っ
た金華山は、今もお気に入りの場所。「最
近は、トレーニングと減量を兼ねて金華
山に登っています。自転車で麓まで行っ
て、馬の背コースを歩きます。71歳の
ベテラン登山家のお友達もできました
（笑）」。足腰を鍛えるにはぴったりなの
だとか。「何よりも自然に囲まれながら
トレーニングできるのが最高です。山が
あって空気が綺麗な岐阜は、生まれ育っ
た西条に似ていてホッとします」。
　岐阜に来て2年目。これまでの主な
成績は、全国大会3位、西日本大会3

位、県大会優勝と、素晴らしい結果を残
しています。しかし平田さんは「運が
良かっただけ。まだまだ、全然ダメで
す」と謙虚かつ冷静。「目標は、日本一
になって世界大会へ出場することです」
と高校時代から変わらぬ夢を力強く語
ります。「上達するためには、稽古して
コツを肌で感じるしかありません。反
復練習あるのみです。もっともっと強
くなりたい。今はこれしか考えられま
せん」。相撲へのひたむきな情熱と決し
て諦めない粘り強さを秘めて邁進する
平田さん。ここ岐阜から、女子相撲界
の頂点をめざします。

近畿大学附属東広島高校出身。身長169cm。中量級。「岐阜木曜
クラブ」で木曜と土曜の週2回、約2時間の稽古に励んでいます。
ぶつかり稽古の合間には、丁寧に念入りにシコを踏む。「カラダを
部分的に鍛えたいときは大学のジムに行きます。無料なのがうれ
しいですね」。

　長良川国際会議場にて平成23年度入学式を行い、学
部学生1,363人、大学院学生591人が入学しました。森
学長は「真摯に勉学に励み、国際社会や地球環境改善に
関する議論に積極的に加わってほしい」と新入生を激励。
学生代表は「震災で未曾有の危機のなか、入学の春を迎
えることに感謝している。日本の復興を担う力を育みた
い」と宣誓しました。また、8
日（金）には大学院連合農学研
究科、同連合獣医学研究科の
入学式があり、46人の大学院
学生が入学しました。

　大学本部前にある福利厚生施設（コンビニ）内に、新
しく広報プラザが開設されました。イートインコーナーに
掲示板（インフォメーションボード）とパンフレットラッ
クを設置。各学部・センターの
概要や教育研究の内容を紹介
し、本学の広報プラザとして情
報発信を行っていきます。あわ
せて、コンビニ南側には石貼り
テラス、北側にはウッドデッキ
テラスも増設されました。ぜひ、
お立ち寄りください。

平成23年度
入学式を行いました

コンビニに
広報プラザを開設！平成23年4月7日（土） 平成23年4月
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第1回 リアル熟議
「よりよい就職のために」

環境プロジェクト
「緑のカーテン ゴーヤーで夏を涼しく」

　就職・キャリア形成における課題を見
つけ、その解決策を作り出すことを目的
に、鈴木寛文部科学副大臣（当時）を招
いて、第１回リアル熟議「よりよい就職
のために」を開催しました。キャリアセ
ンターのサポートのもと、「岐大発！熟議
推進委員会」の学生が主催・企画・運営。
学生、企業、自治体関係者及び大学教職
員など118人が参加しました。
　内定を取ることを目的とせず、人生設
計やキャリア設計を見据えた上で職業や
企業を選択するよりよい就職について、
熱心で活気ある議論を展開。鈴木副大臣

　学生サークルの緑化研究会「three	
trees」が環境プロジェクトの一環として、
大学本部棟の西側壁面にゴーヤーで緑の
カーテンをつくりました。同研究会は岐阜
県が企画する『平成23年度「緑のカーテ
ンで夏を涼しく過ごそう！」』の参加団体
に選ばれ、5月17日（火）に県から配付さ
れたゴーヤーの苗40株を植えました。夏
の強い日差しを和らげ、自然の力で涼し
く過ごす省エネ効果が期待される自然の
カーテン。西日が差しこむ大学本部の部

（当時）による講評では、「熟議は答えを
聞きだすものではなく、自分たちで見い
だすこと。ここで得た発見を五感で理解
し、次の行動へとつなげてほしい」と激励。
参加者全員が共通のテーマに対して、根
底にある問題や解決策、新たな取り組み
に向けての認識を一つにするなど、有意
義な一日となりまし
た。キャリアセンター
では、学生のキャリ
ア形成に繋がる自主
的な活動を、今後も
支援していきます。

屋も、青々と茂ったゴーヤーの葉が窓を覆
い、日陰を作ってくれました。
　8月9日（火）には、大切に育てたゴーヤー
を収穫。サークルの森本恒さん（工学部2
年）は，「順調に成長し、こんなに収穫で
きて大成功です。自分たちが作ったと思
うと可愛いですね」と笑顔で話しました。
また、今後のサークルの活動として「学生
目線の大学環境づくりに励み、エコ検定や
ISOの勉強をしてキャンパスをより良い環
境にしていきたい」と抱負を語りました。

い活躍をしてくれました。大橋さんは
「今回は残念な結果でしたが、ぎふ清流
国体をめざして練習に励
み、もう一度挑戦したいと
思います。」と抱負を語っ
ていました。来年度のぎ
ふ清流国体での活躍に期
待したいです。
がんばれ大橋さん!

　岐阜大学では、優れた学問を発展させてきた一流の研
究者による講演会を定期的に開催しています。4月27日
（水）には本学の卒業生である京都大学iPS細胞研究所の
山田泰広教授による「再生医療実現に向けたiPS細胞研
究」の講演が、6月1日（水）にはNPO法人防災情報機構
会長で元NHK解説委員の伊藤和明氏による「地震列島の
宿命」と題した講演がありました。参加した学生や若手
研究者は熱心に話に聞き入っていました。多くの皆様に
ご参加いただき、ありがとうございました。

　地域科学部3年生の大橋あゆみさん
が、10月に開催された「おいでませ!
山口国体」の岐阜県代表選手として出
場しました。なぎなた競技には、「試合」
と「演技」の2種類があり、大橋さん
は「試合」に出場しました。　「試合」
は防具をつけ、定められた部位（面部、
小手部、胴部、脛部、咽喉部）を確実に
早く打突して勝負を競います。
　結果は、沖縄県代表に惜しくも敗れ
ましたが、岐阜県代表として素晴らし

　環境、バイオ、情報、教育などの21世紀の重要テーマ
について、研究成果を社会に発信する「岐阜シンポジウ
ム」。7月15日（金）に第22回が開かれ、能島工学部教授
と国土交通省中部地方整備局の野田徹氏がそれぞれ講
演。パネルディスカッションでの呼びかけに対し、コー
ディネーターの杉戸理事は、超広域災害に備えて今岐阜
でできることとして、「周辺自治体との連携を核とした防
災拠点ネットワークの構築や地震への正しい理解と共通
認識」などを進言しました。

第29回・第30回 岐阜大学フォーラム
を開催しました

祝！ 国体出場 ～なぎなた～ 第22回 岐阜シンポジウム
「いま ぎふ ができること」

　東北地方太平洋沖地震の発生を受け発生が予想される
大規模海溝型地震において、中山間地を広く抱える岐阜
県の対応に焦点を絞った緊急現地調査を実施。その報告
会に教職員・学生、行政関係者ら約150名が参加しまし
た。地震工学を専門とする杉戸理事からは、東海・東南
海・南海地震の想定断層モデルと比較した解析結果の報
告が、森口工学部助教からは、液状化や土砂崩壊による家
屋や道路への被害報告がありました。質疑応答も活発に
行われ、予想される大規模地震への備えをする契機とな
りました。

　岐阜大学の創立62周年を
記念して、講堂にて記念日行
事を開催。教職員ら約270名
が出席し、記念日を祝いまし
た。森学長が「岐阜大学の現
状と報告」と題し、教育、研
究、国際化及び社会貢献について、新たな取り組みの報告
と今後の方向性を述べ、第2期中期目標を踏まえた「岐阜
大学のビジョン」達成に向けての決意を示しました。ま
た、記念講演や管弦楽団による演奏、コーラスクラブの合
唱も行われました。

東北地方太平洋沖地震
現地調査緊急報告会を開催

創立62周年の記念日をお祝い

岐 阜 大 学 の とりくみ
Oct.2010 →Mar.2011Topics

オープンキャンパス2011

　8月9日（火）から11日（木）に開催された
オープンキャンパス。3日間で昨年を上回る
5,486人（前年は5,066人）の高校生やその保
護者が大学を訪れました。各学部では、学
科（課程）の紹介、模擬講義、体験実習、施設
見学などを実施し、学部の特色を紹介しまし
た。また、オレンジ色のＴシャツを着た在学
生が、キャンパスを案内する岐大ツアーや
トーキングコーナーなども実施。在学生な
らではの企画で、岐阜大学の魅力を伝えま
した。猛暑にも関わらずたくさんの方々に
ご参加いただき、ありがとうございました。

平成23年8月9日（火）〜11日（木）

平成23年4月27日（水）・6月1日（水）

平成23年4月5日（火）

平成23年6月1日（水）

平成23年7月15日（金）

平成23年6月17日（金）
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｜　【特集1】　つながりって なんだろう？　― 人とまちをつなぐ

岐
阜
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

産
官
学
の「
つ
な
が
り
」か
ら
生
ま
れ
た
。

　

1
9
9
6
年
に
地
域
科
学
部
が

開
設
さ
れ
、
2
0
0
1
年
に
は
岐

阜
県
・
岐
阜
市
・
十
六
銀
行
・
岐

阜
大
学
な
ど
に
よ
る
産
官
学
連

携
か
ら
『
ぎ
ふ
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
』
が
誕
生
し
ま
し
た
。「
つ
な

が
り
」
か
ら
始
ま
っ
た
岐
阜
の
ま

ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
今
で

は
“
ま
ち
づ
く
り
”
と
い
う
言
葉

も
す
っ
か
り
浸
透
し
、
蒔
い
た
種
が

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
実
を
結
び
は
じ

め
て
い
ま
す
。

地
域
と
の
「
つ
な
が
り
」
を

見
つ
め
直
す
こ
と
が
、

ま
ち
づ
く
り
研
究
の
第
一
歩
。

　

大
学
で
ま
ち
づ
く
り
を
研
究
す

る
。
実
は
こ
の
第
一
歩
は
、地
域
と
学

生
と
の
「
つ
な
が
り
」
を
再
び
見
つ

め
直
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
子

供
会
、
町
内
会
、
社
会
科
の
地
域
学

習
な
ど
、
小
・
中
学
ま
で
は
地
域
と

子
ど
も
は
確
か
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
高
校
・
大
学
受
験

を
機
に
地
元
を
離
れ
、
地
域
と
の
関

係
が
い
っ
た
ん
切
れ
て
し
ま
う
。
そ

れ
を
再
び
結
び
な
お
す
こ
と
か
ら
、

ま
ち
づ
く
り
の
研
究
は
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
自
然
、
歴
史
、
経
済
、
文
化
。

岐
阜
に
は
取
っ
掛
か
り
や
す
い
研
究

テ
ー
マ
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
規
模
も

ほ
ど
よ
い
。
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
、と
て
も
魅
力
的
な
地
域
で
す
。

大
学
は
、人
と
モ
ノ
と
地
域
を

結
ぶ
担
い
手
で
あ
り
、

「
つ
な
が
り
」
の
拠
点
で
も
あ
る
。

　

道
を
整
備
し
建
物
を
立
て
る
に

は
億
単
位
の
費
用
が
必
要
で
す
が
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
の
ソ
フ
ト
な

ら
も
う
少
し
手
軽
に
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
実
際
に
「
い
ろ
ん
な

人
と
話
し
て
、
地
域
を
知
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
人
に
魅
力
を
伝
え
て
い

こ
う
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
『
ま
ち

あ
る
き
マ
ッ
プ
』
な
ど
を
製
作
し

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
さ

ら
に
効
果
的
な
ツ
ー
ル
に
す
る
た

め
に
も
、
大
学
の
「
知
」
は
と
て
も

役
立
ち
ま
す
。
た
と
え
ば
中
国
語

版
を
作
り
た
く
な
っ
て
も
大
学
な

ら
翻
訳
も
担
え
る
。
学
部
学
科
を

越
え
て
大
学
の
「
知
」
を
有
効
に

活
か
せ
る
。
こ
れ
こ
そ
大
学
の
「
知

の
つ
な
が
り
」
の
強
み
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
「
知
」
を
つ
な

ぐ
た
め
に
は
、
人
と
人
の
つ
な
が
り

が
大
切
で
す
。
岐
阜
大
学
か
ら
巣

立
っ
て
い
っ
た
卒
業
生
た
ち
が
、
岐

阜
以
外
の
地
域
で
ま
ち
づ
く
り
と

連
携
し
、
新
た
な
「
つ
な
が
り
」
を

生
み
出
し
て
い
く
。
そ
ん
な
未
来

を
切
り
開
く
担
い
手
を
輩
出
す
る

こ
と
も
、
大
学
の
重
要
な
役
割
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

人
、モ
ノ
、知
恵
、文
化
、歴
史
、経
済
な
ど
…
、

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
つ
な
が
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
地
域
。

も
ち
ろ
ん
、そ
の
「
つ
な
が
り
」
の
環
に
は
大
学
も
含
ま
れ
る
。

そ
の
中
で
大
学
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
は
何
だ
ろ
う
。

「
つ
な
が
り
」
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り

人
々
や
社
会
が
抱
え
る
課
題
を
す
こ
し
ず
つ
解
決
で
き
、

明
る
い
未
来
を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
知
」
で
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
り
生
ま
れ
る
、希
望
。

【特集 1 】

つながりって なんだろう？
― 人 とまち を つ な ぐ

 

知 

で
つ
な
が
る
。

は
じ
め
る
。

つ
な
が
り
は
、無
限
。

人
と
人
の
「
つ
な
が
り
」
を
資
本
と
し
て
地
域
が
活
性
化
し
、

そ
こ
で
育
っ
た
人
材
が

別
の
地
域
で
ま
た
新
た
な
「
つ
な
が
り
」
を
生
み
出
し
て
い
く
。

そ
し
て
、

そ
れ
は
受
け
継
が
れ
世
界
へ
、未
来
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

つ
き
る
こ
と
の
な
い
「
つ
な
が
り
」
の
中
で
「
つ
な
が
り
」
を
学
ぶ
。

学
生
た
ち
は
、果
た
し
て
何
を
得
る
の
だ
ろ
う
か
。

地
域
は
、ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

新
し
く
何
が
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
つ
な
が
り
」
に
秘
め
ら
れ
た
可
能
性
は
い
ま
、無
限
に
広
が
っ
て
い
る
。

岐
阜
大
学
地
域
科
学
部

地
域
政
策
学
科 

教
授

富
樫 

幸
一
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長
良
川
お
ん
ぱ
く

　

―
と
い
っ
て
も
初
め
て
聞
く
と

い
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、
今
年

の
秋
は
ネ
ッ
ト
や
メ
デ
ィ
ア
に
広
ま

り
ま
し
た
。
岐
阜
市
に
は
、
長
良
川

や
金
華
山
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
自

然
が
い
つ
も
目
の
前
に
横
た
わ
り
、

道
三
と
信
長
が
整
備
し
た
全
国
的

に
も
早
い
時
期
の
城
下
町
以
来
の

歴
史
を
誇
り
ま
す
。
そ
れ
な
の
に

「
観
光
と
い
え
ば
高
山
」「
岐
阜
に

は
何
も
な
い
か
ら
」
と
よ
く
言
わ

ま
ち
づ
く
り
、
実
習
、
住
民
の

皆
さ
ん
と
の
お
つ
き
合
い

　

地
域
科
学
部
で
は
こ
の
10
年
来
、

古
い
町
家
や
町
並
み
が
遺
る
金
華

地
区
（
旧
岐
阜
町
）
で
、
山
崎
仁

朗
先
生
（
社
会
学
）
や
合
掌
顕
先

生
（
建
築
環
境
）、
富
樫
（
地
理
学
）

な
ど
が
学
生
と
地
域
学
実
習
の
調

査
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
き
ま
し

た
。
並
行
し
て
ぎ
ふ
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
の
月
１
回
の
景
観
サ
ロ

ン
も
続
け
て
お
り
、
川
原
町
や
伊
奈

波
界
隈
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り

の
会
と
一
緒
に
、
協
定
づ
く
り
や
無

電
柱
化
事
業
に
係
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
若
者
や
市
民
の
グ
ル
ー

プ
、
市
の
職
員
な
ど
と
一
緒
に
な
っ

て
『
古
今
金
華
』
を
つ
く
り
、
金
華

一
二
三
会
の
皆
さ
ん
が
町
の
記
憶

白
い
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
が
故
に

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
な
れ
る
。
個
性
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ま
ち
づ
く
り
の

原
動
力
で
す
。

―
若
い
学
生
だ
か
ら
気
づ
く
こ
と

と
は
？

　

観
光
や
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
つ
魅

力
は
、
実
際
に
現
場
へ
足
を
運
び
、

自
分
で
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
感
じ

て
み
な
い
と
調
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
学

生
に
と
っ
て
も
、
地
域
の
魅
力
を
探

し
て
選
び
、
そ
の
理
由
を
考
え
る
の

は
い
い
勉
強
に
な
り
ま
す
。
個
人
的

に
は
、
若
い
人
や
女
性
の
感
性
は
と

て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
わ
か
り

や
す
い
例
が
、
お
ん
ぱ
く
で
活
躍
し

た
若
女
将
会
の
皆
さ
ん
で
す
よ
ね
。

　

ま
た
、
古
い
町
並
み
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
日
本

で
も
観
光
に
と
っ
て
絶
対
的
な
資

源
で
す
。
懐
か
し
い
も
の
に
触
れ
て

「
ホ
ッ
と
す
る
」
と
い
う
感
覚
は
世

界
共
通
で
す
か
ら
。
こ
う
し
た
ポ
イ

ン
ト
に
気
づ
く
感
性
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
人
が
集
ま
る
「
場
」、
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
る
「
場
」
が
も
っ
と
街

な
か
に
増
え
る
よ
う
、
調
査
・
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

―
ま
ち
づ
く
り
を
研
究
す
る
う
え
で
、

岐
阜
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

　
“
ま
ち
づ
く
り
”“
実
習
”“
研
究
”
の

3
つ
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
岐
阜
は
、

学
ぶ
「
場
」
と
し
て
最
適
な
環
境
が

整
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
地
元
の

方
々
が
「
地
域
活
性
化
の
た
め
に
一
緒

に
や
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
、
調
査
や
研
究

が
と
て
も
や
り
や
す
い
。
あ
る
町
で

は
「
う
ち
の
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ッ
カ
ケ

は
大
学
の
調
査
だ
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

学
生
に
も
良
い
刺
激
に
な
り
、研
究
の

質
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

―
商
店
街
の
活
性
化
な
ど
に
必
要

な
も
の
と
は
？

　

商
店
街
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
も

大
切
な
の
は
個
性
で
す
。
お
金
を
だ

せ
ば
モ
ノ
は
買
え
る
け
れ
ど
、店
主
の

ユ
ニ
ー
ク
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
は
、

そ
の
店
に
し
か
な
い
。
足
を
運
び
た

く
な
る
個
性
と
出
会
い
、
つ
き
あ
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

小
さ
く
て
も
こ
だ
わ
り
が
あ
れ
ば
面

れ
ま
し
た
が
、
そ
う
は
い
わ
せ
た
く

な
い
。
今
、
観
光
は
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ

ム
か
ら
、
友
達
や
家
族
と
ゆ
っ
く
り

町
を
め
ぐ
り
歩
く
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
、
世
界
で
も
日
本
で
も
換
わ
っ
て

き
て
い
て
、
岐
阜
に
と
っ
て
も
伝
統

の
鵜
飼
以
外
の
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
て

い
ま
す
。
岐
阜
大
学
の
学
生
も
「
古

今
金
華
町
人
ゼ
ミ
」
で
自
主
企
画

し
た
り
、
参
加
し
て
自
分
た
ち
も
楽

し
ん
だ
「
長
良
川
お
ん
ぱ
く
」
は
、

岐
阜
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
は
ず
で
す
。

地域再発見！ それが「長良川おんぱく」

地
域
に
寄
り
添
う

大
学
だ
か
ら

で
き
る
こ
と
が
あ
る
。

“おつき合い”と“学び”のステキな関係

を
書
き
と
め
ら
れ
た
『
わ
た
し
た

ち
の
子
供
の
頃
の
金
華
の
町
』
の

編
集
で
も
協
力
し
ま
し
た
。

　

聞
き
取
り
や
マ
ッ
プ
づ
く
り
を

通
じ
て
地
域
を
見
直
す
と
こ
ろ
か

ら
始
め
て
、町
家
の
保
存
や
高
齢
化

な
ど
の
課
題
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

大
学
側
で
は
教
育
と
調
査
の
意
図

が
あ
る
し
、
ま
ち
づ
く
り
会
は
そ
の

結
果
を
使
え
る
わ
け
で
、
い
い
関
係

が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
を
通
じ
て
分
か
る
大
事
な
事
は
、

ま
ず
は
住
み
や
す
い
、
誇
り
を
も
て

る
地
域
に
す
る
こ
と
。
訪
れ
た
人

の
だ
れ
も
が
町
並
み
の
中
に
入
る

と
「
ホ
ッ
と
す
る
」
川
原
町
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
が
「
心
を
一
つ
に
」
し

て
取
り
組
ま
れ
、大
学
も
少
し
お
手

伝
さ
せ
て
も
ら
っ
て
き
た
町
な
ん

で
す
。

いつもお世話になっているおふたりと川原町でパシャリ。
玉井屋本舗社長で川原町まちづくり会事務局長の玉井博祜さん（右）
と、NPO法人ORGAN理事長で長良川おんぱく実行委員会事務局長
の蒲勇介さん（左）

古今金華

わたしたちの子供の頃の
金華の町

｜　【特集1】　つながりって なんだろう？　― 人とまちをつなぐ

	Interview

　　　　TOGASHI	Koichi

大
学
を
拠
点
に
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
飛
び
出
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
研
究
に
取
り
組
む
富
樫
研
究
室
。

学
生
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
、

岐
阜
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
、

と
い
う
視
点
か
ら
、

そ
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
伺
い
ま
し
た
。
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GIDAI		RECOMMEND

た
も
の
で
、
シ
ニ
ア
を
含
め
多
様
な

人
び
と
が
「
循
環
」
す
る
と
い
う
意

味
も
あ
り
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん

だ
シ
ニ
ア
は
、
趣
味
を
自
発
的
に
見

つ
け
、
そ
れ
を
活
か
し
て
病
院
や
障

が
い
者
施
設
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
す
る
な
ど
、
社
会
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
「
循
環
」
で
す

ね
。
こ
の
活
動
は
今
年
で
10
周
年
。

大
学
の
研
究
の
成
果
が
セ
ミ
ナ
ー
の

企
画
・
監
修
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
か

ら
生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
。

―
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー

の
必
要
性
と
育
成
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

益
川　
「
学
び
」
は
若
者
や
子
ど
も

の
専
売
特
許
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

ち
づ
く
り
と
い
う
視
点
で
言
え
ば
、

多
様
な
取
り
組
み
や
課
題
と
向
き

合
う
姿
勢
・
技
能
を
身
に
付
け
る

た
め
に
は
、
世
代
や
立
場
を
越
え
た

生
涯
学
習
の
場
は
不
可
欠
で
す
。
ま

ち
づ
く
り
の
基
盤
は
人
。
リ
ー
ダ
ー

養
成
も
含
め
人
材
の
育
成
は
大
学

の
重
要
な
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

髙
木　

ま
ち
づ
く
り
に
は
、
制
度
に

関
す
る
知
識
や
フ
ァ
ン
ド
獲
得
の
ノ

ウ
ハ
ウ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る

人
材
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
大
学

は
県
と
連
携
し
、
地
域
の
方
々
も
受

講
で
き
る
「
地
域
活
性
化
シ
ス
テ
ム

論
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
受
講

者
は
県
か
ら
正
式
に
「
ぎ
ふ
ま
ち

づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
」
に
認
定
さ
れ
、

自
立
と
連
携
を
兼
ね
備
え
た
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

―
大
学
で
集
約
・
蓄
積
し
た
「
知
」

は
ど
の
よ
う
に
地
域
に
還
元
さ
れ
て

い
ま
す
か
？

髙
木　
“
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
は
地
域

で
守
る
”
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
産
官

学
連
携
で
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
管
理

の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。
受
講
者
は
社
会
基
盤
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
エ
キ
ス
パ
ー
ト（
Ｍ
Ｅ
）と
し

て
認
証
。
平
常
時
の
維
持
管
理
の

み
な
ら
ず
万
が
一
の
災
害
時
の
復
旧

で
も
そ
の
力
は
発
揮
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
価
値
観
や
人
と
の
出
会
い

が
、閉
塞
感
を
打
ち
破
る
。

―
大
学
と
学
生
と
地
域
の
「
つ
な
が

り
」
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

益
川　

今
の
学
生
は
、
様
々
な
世
代

の
方
と
交
流
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
実
際
に
、
授
業
の
一
環
と
し
て

学
生
が
企
業
の
経
営
者
な
ど
に
取
材

す
る
「
共
同
社
会
人
取
材
」
で
は
、

多
様
な
価
値
観
を
受
容
し
な
が
ら
、

働
く
意
義
を
学
ん
で
い
ま
す
。巣
立
っ

て
い
っ
た
卒
業
生
も
、社
会
人
と
な
っ

て
大
学
で
得
た
こ
と
を
地
域
で
活
か

し
、
そ
の
な
か
で
問
題
が
生
ま
れ
た

ら
大
学
を
訪
れ
解
決
の
道
を
探
す
。

大
学
を
中
心
に
様
々
な
人
や
モ
ノ
、

知
恵
が
行
き
交
う
。
こ
う
し
た
「
循

環
」
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
起
爆
剤
に

な
れ
ば
い
い
で
す
よ
ね
。

髙
木　

人
と
本
気
で
ぶ
つ
か
り
合

う
こ
と
を
怖
が
ら
ず
、「face to 

face

」
で
向
き
あ
う
こ
と
か
ら
新
し

い
創
造
は
生
ま
れ
、
発
見
も
あ
り
ま

す
。た
と
え
ば
、内
閣
府
の
事
業「
地

域
協
働
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」。

学
生
が
体
験
す
る
と
い
う
よ
り
も

地
域
の
方
と
一
緒
に
活
動
す
る
と
い

う
意
味
合
い
が
強
い
こ
の
授
業
（
平

成
24
年
度
よ
り
全
学
共
通
教
育
科

目
）
は
、
過
疎
化
し
て
元
気
が
な
く

な
っ
て
い
る
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る

ア
ク
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

益
川　

企
業
（
十
六
銀
行
）
と
も
連

携
し
、
シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
に
、
家

に
閉
じ
こ
も
ら
ず
地
域
へ
飛
び
出
す

よ
う
誘
う
「
く
る
る
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。「
く
る
る
」は“
聞

く
・
見
る
・
す
る
”
の
語
尾
を
と
っ

社会資本アセットマネジメント技術研究センター長。岐阜
県都市建築・県土整備政策監。専門は、道路や河川など
のインフラ（社会基盤）計画および地域計画、防災計画。

キャリアセンター副センター長。地域連携室員。岐阜県
の生涯学習社会教育政策監を兼務。岐阜県の「地域づ
くり型生涯学習モデル事業」に取り組んでいる。

｜　【特集1】　つながりって なんだろう？　― 人とまちをつなぐ

益
川　

岐
阜
県
の
「
地
域
づ
く
り

型
生
涯
学
習
モ
デ
ル
事
業
」
で
は
、

地
域
の
方
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

で
課
題
を
発
見
し
、
解
決
の
た
め
に

学
習
し
、
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
学
生
が
加
わ
り
、
若

い
人
な
ら
で
は
の
新
鮮
な
意
見
を

届
け
て
い
ま
す
。
見
方
を
変
え
る

だ
け
で
マ
イ
ナ
ス
が
プ
ラ
ス
に
変
わ

る
も
の
が
岐
阜
に
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
大
学
と
し
て
も
、
こ
う
し

た
学
生
の
自
主
的
な
活
動
は
ど
ん

ど
ん
支
援
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

	Interview

MASUKAWA	Koichi	×	TAKAGI	Akiyoshi

岐阜大学
教育学部生涯教育課程
田中 未恭 さん （4年生）

【主な活動】
「生涯教育システム研究セミナー」というゼミで
学んでいます。ゼミでは、それぞれが興味のあ
るテーマに沿って研究を進めており、私は「まち
づくりと生涯学習」をテーマとして取り上げ研
究をしています。また、岐阜県で行われている「地
域づくり型生涯学習」モデル事業にも参加し、
実践的な学びも進めています。

岐阜大学地域科学部
足立 真由 さん （4年生）

【主な活動】
関市のまちづくりNPOぶうめらんでボランティ
アスタッフとして、地域の情報を載せたフリー
ペーパーの編集や地域活性化のイベントの運
営に携わっています。

やながせ倉庫管理人
上田 哲司 さん （1984年卒業）

【主な活動】
柳ヶ瀬商店街のはずれにある、祖父の代からの
雑居ビルを改装し、「やながせ倉庫」という商
業施設を管理運営しています。近所の商店主た
ちと、手づくり市「小さなクラフト展」を開催し
たり、ビルの屋上で素人養蜂をしたりして、商店
主たちのゆるやかな連携を模索しています。

岐阜大学落語研究会
岩田 典子 さん （3年生）

【主な活動】
地域の方 を々対象として落語や漫才の自主公演
や他大学との合同公演を行っています。また、老
人クラブや介護施設、婦人会、公民館などから依
頼を受け、出張寄席も行っています。

アナウンサー、大学講師
浅井 彰子 さん （2003年修了）

【主な活動】
ラジオ、司会、朗読などのアナウンスの仕事も、
発達心理学や障がい者福祉の分野の活動も、
コミュニケーションが共通のキーワード。「声は人
なり」をモットーに。	※写真提供／中日新聞社

郡上市役所市長公室企画課
地域振興担当
松原 恵美 さん （2004年修了）

【主な活動】
公務として、人材育成のための郡上学講座、交
流・移住推進事業、CATV情報番組等を担当。
プライベートで大乗寺朝顔市等の歴史文化を
生かす活動に関わっています。

名古屋大学大学院環境学研究科
都市環境学専攻　研究員
剱持 千歩 さん （1995年卒業）

【主な活動】
「あなたの選択が地球をgreenにする」を合言葉
に、自分たちの手で社会を変えようという取組み
green	projectを2008年より実践しています。
（green	project	事務局プロジェクトマネジャー）

人
と
大
学
と
地
域
が
、つ
な
が
る
。

 

知 

が
循
環
す
る
社
会
へ
。

孤
立
化
・
個
別
化
し
た
生
活
が
広
が
り
続
け
、

顔
の
見
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
。

岐
阜
大
学
で
は
、
地
域
、
行
政
、
企
業
、
大
学
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て

地
域
活
性
化
を
め
ざ
す
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

研
究
室
を
飛
び
出
し
、
地
域
と
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
髙
木
教
授
と
益
川
准
教
授
に
、

「
つ
な
が
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
テ
ー
マ
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

まちづくりを牽引する
現役岐阜大学生と卒業生。

主
体
性
を
も
っ
て

住
民
と
と
も
に

実
践
的
に
学
ぶ
。

ミ
デ
ィ
ア
ム
ス
ロ
ー
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

提
案
中
。

そ
こ
に
住
む
ひ
と

自
ら
の
手
で
変
え
る

こ
と
が
大
切
。

公
私
と
も
に

「
ま
ち
づ
く
り
」に

奔
走
中
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
ま
す
。

落
語
披
露
の
場
は

地
域
住
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
も
。

こ
の
古
い
倉
庫
で
は

な
に
や
ら
面
白
い
こ

と
を
や
っ
て
い
る
。 岐阜大学工学部

社会基盤工学科 教授

髙木 朗義

岐阜大学総合情報メディアセンター
生涯学習システム開発研究部門 准教授

益川 浩一

10岐大のいぶき　No.22  Autumn - Winter　｜11



2
0
1
2
年
度
よ
り
、
岐
阜
大
学
で
は
5
学
部
の
う
ち
3
学
部
に
お
い
て
、
教
養
教
育
の
単
位
数
を
増
や
す
予
定
で
す
。

例
え
ば
、人
文
科
学
系
科
目
で
は
習
得
す
べ
き
最
低
科
目
数
を
増
や
し
、医
学
部
は
1
科
目
が
2
科
目
に
、教
育
学
部
と
工
学
部
は
2
科
目
が
3
科
目
に
な
り
ま
す
。

単
位
数
だ
け
で
は
な
く
、
授
業
の
内
容
も
全
面
的
に
見
直
す
な
ど
再
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、「
広
い
視
野
を
持
ち
、
大
学
の
専
門
性
を
社
会
へ
と
還
元
で
き
る
人
材
を
育
成
し
た
い
」
と
い
う
想
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
大
学
で
何
を
ど
う
学
び
、
ど
ん
な
自
分
を
め
ざ
せ
ば
い
い
の
か
。

卒
業
後
の
先
を
見
据
え
な
が
ら
、
学
生
が
自
立
的
に
学
び
、
活
動
で
き
る
教
育
環
境
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。

学
部
の
垣
根
を
越
え
て
開
設
し
た

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目
」。

―
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
連
携

で
科
目
立
案
に
あ
た
っ
た
と
い
う

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目
」
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

福
士　
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目
」
は
、

2
0
1
0
年
度
後
学
期
に
教
養
科

目
の
一
つ
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
を
は
じ
め
多
種
多
様
な
企
業

の
ト
ッ
プ
や
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
を
講
師
に
招
き
講
義
を
行
っ

て
い
ま
す
。
受
講
し
た
学
生
た
ち
は

先
輩
の
活
躍
を
じ
か
に
聞
き
、
自
分

の
将
来
像
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
講
師
の
方
た
ち

か
ら
も
「
自
分
に
と
っ
て
の
大
学
を

見
直
す
い
い
機
会
に
な
っ
た
」「
私
が

学
生
の
時
に
こ
う
い
う
授
業
が
あ
っ

た
ら
進
路
が
変
わ
っ
て
い
た
か
も
」

と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
く
な
ど
、

学
問
的
な
面
だ
け
で
な
く
人
生
観
や

職
業
観
を
考
え
る
機
会
に
な
っ
て
い

る
と
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

岡
野　

卒
後
3
年
間
の
離
職
率
が

30
％
と
言
わ
れ
て
い
る
今
、
人
生
観

や
職
業
観
へ
の
認
識
を
学
生
た
ち

に
植
え
つ
け
る
こ
と
は
大
学
の
使

命
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学

で
身
に
付
け
る
べ
き
教
養
を
定
義

す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
学
生

の
皆
さ
ん
に
は
人
文
・
社
会
・
自

然
な
ど
広
い
視
野
を
持
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

福
士　

幅
広
い
教
養
を
身
に
付
け

て
い
る
と
物
事
を
多
面
的
に
見
る

こ
と
が
で
き
、
人
生
が
よ
り
豊
か
に

楽
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
「
キ
ャ

リ
ア
形
成
科
目
」
は
学
部
の
枠
を

越
え
て
開
講
し
て
い
る
た
め
専
門

外
の
講
義
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、
自

分
の
立
ち
位
置
や
な
り
た
い
職
業

が
見
え
て
く
る
と
い
う
効
果
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。

「
自
立
と
責
任
」
を
目
覚
め
さ
せ
る

学
内
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
。

―
そ
の
他
、
講
義
以
外
で
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
は
い
か
が

で
す
か
？

福
士　

大
学
で
は
、講
義
以
外
で
も

学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
例
が「
学
生
相
談
員
」

で
す
。
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お

い
て
、
在
学
生
が
「
学
生
相
談
員
」

と
し
て
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
っ
た
こ
と

が
始
ま
り
で
し
た
。
ガ
イ
ダ
ン
ス

終
了
後
も
、
学
生
向
け
の
シ
ラ
バ
ス

（
履
修
案
内
）
を
学
生
目
線
で
つ
く

る
な
ど
自
活
的
に
活
動
を
継
続
し

て
い
ま
す
。
中
に
は「
学
生
相
談
員
」

を
機
に
大
学
の
事
務
職
に
興
味
を

持
ち
、
卒
業
後
採
用
試
験
に
合
格

し
、実
際
に
岐
阜
大
学
に
就
職
し
た

学
生
も
い
ま
し
た
。
大
学
内
に
も

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
機
会
が
あ

る
の
だ
と
い
う
新
し
い
発
見
が
あ

り
ま
し
た
ね
。

岡
野　

今
後
は
、
大
学
の
広
報
活

動
や
I
T
面
な
ど
で
も
学
生
に
参

加
し
て
も
ら
い
、
大
学
で
培
っ
た

能
力
や
ス
キ
ル
を
発
揮
で
き
る
場

を
増
や
せ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
機
会
に
「
学
生
は

大
学
の
一
員
だ
」
と
い
う
こ
と
を
学

生
も
大
学
側
も
改
め
て
認
識
し
て

も
ら
え
た
ら
い
い
で
す
ね
。

福
士　

新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
ス

タ
ッ
フ
に
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
代
を
支

払
い
ま
し
た
。
タ
ダ
で
働
く
こ
と
と

は
違
い
、
お
金
を
貰
う
か
ら
に
は
そ

れ
に
値
す
る
こ
と
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。つ
ま
り「
自
立
と
責
任
」。

こ
れ
を
学
ん
で
欲
し
い
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。
最
終
的
に
は
、
学
生
が
企

画
か
ら
運
営
ま
で
全
て
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

大
学
の
専
門
性
を

広
く
社
会
へ
還
元
す
る
た
め
に
。

―
学
生
に
、
ぜ
ひ
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
「
学
び
」
の
チ
カ
ラ
は
な
ん
で

す
か
。

岡
野　

2
0
0
9
年
、
岐
阜
大
学

は
経
済
産
業
省
「
社
会
人
基
礎
力

育
成
･
評
価
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択

さ
れ
、
2
0
1
0
年
度
か
ら
は
「
基

盤
的
能
力
と
専
門
的
能
力
を
自
立

的
に
学
習
す
る
教
育
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。こ
の
基
盤
的
能
力
と
は
、

「
考
え
る
力
」「
伝
え
る
力
」「
進
め

る
力
」
の
こ
と
で
す
。
教
養
教
育

や
専
門
教
育
，
あ
る
い
は
課
外
活

動
の
中
で
基
盤
的
能
力
を
培
い
ま

す
。
専
門
的
能
力
も
専
門
教
育
や

教
養
教
育
の
中
で
育
む
こ
と
に
な

り
ま
す
。
在
学
中
に
培
っ
た
基
盤

的
能
力
と
専
門
的
能
力
を
総
合
し

た
力
は
、
社
会
人
に
な
っ
た
時
に
も

必
ず
役
立
つ
チ
カ
ラ
で
す
。
ぜ
ひ
身

に
付
け
て
お
い
て
欲
し
い
で
す
ね
。

福
士　

卒
業
し
て
社
会
に
出
れ
ば
、

専
門
家
と
し
て
一
般
の
方
と
話
す

機
会
も
出
て
き
ま
す
。
た
と
え
ば

私
の
場
合
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

口
蹄
疫
な
ど
に
つ
い
て
説
明
す
る

時
も
あ
る
の
で
す
が
、
専
門
家
相
手

だ
っ
た
ら
一
言
で
済
む
こ
と
も
一
般

の
方
に
は
理
解
し
て
い
た
だ
け
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
当
の
専
門

家
は
専
門
外
の
方
に
容
易
に
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
噛
み
砕
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明
で
き
な
い

と
い
け
な
い
。
こ
う
い
う
時
に
役
立

つ
の
が
幅
広
い
教
養
な
ん
で
す
ね
。

　

大
学
で
の
4
年
間
は
、
一
生
の

中
で
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
時
間
で
す
。

大
切
な
の
は
、
大
学
卒
業
後
の
長
い

人
生
を
ど
う
過
ご
し
、
ど
う
学
ん
で

い
く
か
を
考
え
る
キ
ッ
カ
ケ
を
見

つ
け
る
こ
と
。
そ
の
キ
ッ
カ
ケ
と
な

る
「
学
び
へ
の
気
づ
き
の
場
」
を

提
供
し
、
豊
か
な
教
養
を
身
に
付

け
た
真
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を

社
会
へ
輩
出
す
る
。「
学
び
」
の
チ

カ
ラ
を
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
も

私
た
ち
の
大
切
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

｜　【特集2】　「 学び」のチカラ。

 学び の
チカラ。

【特集 2】

専門分野はウイルス学・偏性細胞内寄生体学。感染症研
究をテーマに、新しいウイルスを病気で死亡したトムソンガゼ
ルという動物から発見。ウイルスやクラミジアがどのように
病気を起こすかを分子レベルから個体レベルで解明中。現
在、応用生物科学部獣医微生物学研究室教授。

専門分野は生化学・分子生物学。がん研究をテーマに、
がん遺伝子オーロラをヒトからクローニングし、DNA修復
タンパク質分解を介した細胞増殖の分子機構を解析。昨
年3月まで医学系研究科・分子病体学分野教授

大
学
で
身
に
付
け
た
高
度
な
専
門
知
識
と
技
能
。

そ
れ
を
実
社
会
で
発
揮
す
る
た
め
に

欠
か
せ
な
い
チ
カ
ラ
と
は
？

大
学
が
そ
の
チ
カ
ラ
を
育
む
意
義
と
は
？

大
学
・
地
域
・
社
会
を
つ
な
ぐ
「
学
び
」
の
チ
カ
ラ
に
つ
い
て
、

岡
野
幸
雄
副
学
長
（
教
学
担
当
）
と

福
士
秀
人
教
授
（
教
養
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
長
）
に
伺
い
ま
し
た
。

教養教育推進センター長

福士 秀人
理事（教学・附属学校担当）・副学長

岡野 幸雄

12岐大のいぶき　No.22  Autumn - Winter　｜13



全学共通教育科目（教養教育）講師と受講生に聞きました！

　

就
職
活
動
で
は
、
自
己
P
R
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、よ
く
「
伝

え
る
力
」
を
試
さ
れ
ま
す
が
、
私
た

ち
学
生
は
こ
の
「
伝
え
る
力
」
の
根

本
を
見
つ
め
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

　

答
え
は
「
ノ
ー
」
で
す
。

　

通
常
の
講
義
は
、
教
授
が
情
報
を

発
信
し
、
学
生
が
そ
の
情
報
を
受
け

取
る
よ
う
な
一
方
的
な
や
り
取
り
が

目
立
ち
ま
す
。
し
か
し
、
本
講
義
で

は
広
報
の
基
礎
知
識
の
聴
講
は
も

ち
ろ
ん
、
現
職
で
広
報
に
携
わ
っ
て

い
る
方
の
講
話
を
聴
く
機
会
が
あ

り
、
ま
た
、「
学
生
が
自
ら
計
画
を

立
て
、
情
報
を
収
集
し
、
聴
講
で
学

ん
だ
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
実
践
」
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
事
実
を
ま
と
め
、
そ
の
ま

ま
発
信
す
る
の
で
は
な
く
、
情
報
の

受
け
手
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
る
こ
と

で
、
よ
り
有
益
な
情
報
を
発
信
す
る

術
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

　
「
伝
え
る
力
」
と
は
、
自
ら
の
視

点
だ
け
で
は
な
く
、
受
け
手
の
視
点

を
併
せ
持
っ
て
初
め
て
達
成
さ
れ
る

も
の
だ
と
学
び
ま
し
た
。

　

岐
阜
大
学
を
い
ろ
ん
な
方
々
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
岐
阜
大

学
の
魅
力
の
ひ
と
つ
と
し
て
大
学
の

地
下
水
を
見
つ
け
出
し
、
そ
の
地
下

水
の
魅
力
を
ど
う
や
っ
た
ら
相
手
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
自
分
た
ち

で
考
え
、実
践
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

い
ざ
調
査
を
始
め
て
み
る
と
、
大

学
で
は
高
校
ま
で
と
は
違
い
、課
題
、

そ
の
調
査
方
法
ま
で
す
べ
て
自
分
た

ち
で
考
え
、
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
、
大
学
の
地
下
水
を
ほ
か
の
水

と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
に
は
ど
う

い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
れ
ば
よ
い

の
か
、ま
ず
は
そ
こ
か
ら
で
し
た
。

　

思
う
よ
う
な
結
果
は
得
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
失
敗
が
あ
る
か
ら

こ
そ
何
が
い
け
な
か
っ
た
の
か
原
因

を
突
き
止
め
る
こ
と
が
で
き
、
次
に

繋
げ
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
と
い
う

こ
と
、
ま
た
、
結
果
で
は
な
く
そ
の

過
程
が
重
要
で
あ
る
と
実
感
し
ま

し
た
。 

広報・PR論入門における「学び」とは、

「伝える力」である。

広報・PR論入門における「学び」とは、

失敗からも得られるものである。

地域科学部 ４年生

鯨岡 真由 さん
地域科学部 ４年生

田中 友梨 さん

工学部応用情報学科 1年生

田尻 裕貴 さん
地域科学部 １年生

天野 弘恵 さん
地域科学部 １年生

篠原 亞梨朱 さん

し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
各
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
2
回
実
施

し
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
や
方
法
に

つ
い
て
も
、
学
生
た
ち
に
議
論
・
決

定
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
際

に
、「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

一
方
的
に
情
報
を
伝
達
す
る
の
で
は

な
く
、
聞
き
手
に
自
分
た
ち
の
意
図

す
る
内
容
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ

の
か
た
ち
で
あ
る
」
こ
と
を
ア
ド
バ

イ
ス
し
、
学
生
た
ち
も
こ
の
こ
と
を

し
っ
か
り
と
理
解
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
く
れ
た
と
思

い
ま
す
（
そ
の
意
味
で
は
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
以
外
の
通
常
の
講
義
も
、

講
師
で
あ
る
私
た
ち
が
一
方
的
に
教

え
る
の
で
は
な
く
、
学
生
た
ち
の
表

情
や
態
度
を
見
な
が
ら
進
め
る
、
と

い
う
意
味
で
は
、
常
に
講
師
と
学
生

と
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ

て
い
た
と
言
え
ま
す
）。

　

第
2
の
特
徴
は
、「
自
己
評
価

シ
ー
ト
」
を
用
い
て
、
毎
回
の
講
義

で
「
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
知

識
や
能
力
を
、
ど
の
程
度
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
の
か
」
を
、
各
学

生
に
自
分
自
身
で
評
価
し
て
も
ら

う
こ
と
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
論
で
は
、
複
数
の
人
間
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、

こ
の
よ
う
に
自
分
自
身
を
省
み
る
こ

と
を
「
イ
ン
ト
ラ
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
び
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
形
態
と
し

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
自

己
評
価
も「
自
分
自
身
と
の
対
話（
＝

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）」な
の
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
講
義
で
の

「
学
び
」
と
は
、
他
者
お
よ
び
自
己

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、

さ
ら
に
は
、こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
て
、「
主
体
的
に
」
学
ぶ

こ
と
の
重
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
だ

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

広報・PR論入門における「学び」とは、

コミュニケーションである。

　

こ
の
講
義
の
第
1
の
特
徴
は
、
1

グ
ル
ー
プ
6
名
の
学
生
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
す
。
つ
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
、
本
学
の
広

報
に
関
わ
る
テ
ー
マ
を
自
分
た
ち
で

設
定
し
、
そ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
、

実
際
に
作
業
を
行
う
の
で
す
。
具

体
的
に
は
、
あ
る
グ
ル
ー
プ
は
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
際
に
高
校
生
に

配
布
す
る
た
め
に
、
柳
戸
キ
ャ
ン
パ

ス
の
マ
ッ
プ
を
制
作
し
、
ま
た
別
の

グ
ル
ー
プ
は
、
本
学
の
ブ
ラ
ン
ド
価

値
を
高
め
る
た
め
の
広
報
素
材
を

探
し
ま
し
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
、
当
然
で
す
が
、
学
生
同
士

が
き
ち
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
ら
な
い
と
、
作
業
は
何
も
進

み
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
先
述
し
た

テ
ー
マ
の
設
定
だ
け
で
な
く
、
具
体

的
な
企
画
内
容
・
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
・
役
割
分
担
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

点
に
つ
い
て
、
学
生
た
ち
は
真
剣
に

議
論
を
重
ね
、
そ
し
て
決
定
事
項
に

従
っ
て
、
協
力
し
て
作
業
を
行
い
ま

岐阜大学地域科学部准教授

野原 仁

「広報・PR論入門」とは...
全学共通教育科目（教養教育）である「広報・PR論入門」では、広報・PRおよびブランドに関する基礎理論を学ぶとともに、
企業や自治体の広報担当者を講師に招き、現代社会におけるブランド力向上のための実践例をもとに、より深い知識を身に
つけるための講義です。岐阜大学をモデルとして、具体的な実践方法の立案を行うほか、グループディスカッションによるワー
クスタイルを通じ、企画力・プレゼンテーション力・コミュニケーション力・行動力を養うことができる内容となっています。

｜　【特集2】　「 学び」のチカラ。

 学び の
チカラ。

【特集 2】

―
「
学
び
」
と
は
◯
◯
で
あ
る
。

大
学
で
身
に
つ
け
る
べ
き
教
養
は
な
に
か
。
大
学
に
お
け
る
「
学
び
」
と
は
な
に
か
。

個
々
の
人
生
が
多
様
で
あ
る
よ
う
に
、そ
こ
に
究
極
の
答
え
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
な
ら
ば
、各
々
違
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
動
す
る
人
達
に
同
じ
質
問
を
投
げ
か
け
て
み
よ
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
の
考
え
方
を
聞
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

「
学
び
」
が
今
よ
り
も
っ
と
魅
力
的
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

あ
な
た
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
、「
学
び
」
と
は
な
ん
で
す
か
。

 

学
び 

と
は

　
◯
◯
で
あ
る
。

岐
大
発
。
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インターンシップ経験者に聞きました！部・サークルで活動する学生に聞きました！

　
「
剣
道
の
理
念
」
に
お
い
て
「
剣

道
は
剣
の
理
法
の
修
錬
に
お
け
る
人

間
形
成
の
道
で
あ
る
」
と
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
の
厳
し
い
稽
古
を

乗
り
越
え
て
行
く
中
で
肉
体
的
、
技

能
的
に
成
長
す
る
と
共
に
、
試
合
な

ど
で
は
単
に
勝
っ
た
、
敗
け
た
と
い

う
勝
敗
だ
け
で
は
な
く
、
相
手
を
思

い
や
る
気
持
ち
や
礼
儀
作
法
を
大

切
に
す
る
と
言
っ
た
人
格
的
に
も
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

剣
道
の
上
達
は
こ
の
身
体
育
成

と
人
格
の
形
成
の
両
面
が
鍛
わ
っ
て

は
じ
め
て
上
達
で
き
る
も
の
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
両
面
か
ら

人
間
形
成
で
き
る
も
の
で
も
あ
り
ま

す
。

　

私
の
こ
れ
か
ら
の
剣
道
人
生
で

は
よ
り
こ
れ
ら
の
こ
と
を
鍛
え
続
け

日
々
人
間
形
成
の
道
を
歩
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
私
の
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ

を
引
き
受
け
て
頂
い
た
江
南
工
機

さ
ん
は
、
機
械
の
組
み
立
て
、
研

磨
、
修
理
と
い
っ
た
こ
と
を
中
心

に
行
う
機
器
器
具
の
製
造
工
場
で

す
。
私
は
一
週
間
の
短
い
体
験
期

間
の
中
で
、“
社
会
人
と
し
て
働
く
”

と
い
う
こ
と
、
仕
事
観
を
大
き
く

変
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

職
員
の
方
々
の
働
く
姿
を
見
て
一

番
感
じ
た
こ
と
は
、
仕
事
に
対
す
る

プ
ロ
意
識
。
体
験
初
日
、
工
場
の
方

に
こ
ん
な
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

「
私
た
ち
が
作
っ
た
製
品
は
商
品
に

な
り
お
客
様
の
手
に
届
く
。
そ
の

過
程
の
中
に
は
必
ず
お
互
い
信
頼
関

係
が
伴
い
ま
す
。
こ
こ
に
頼
め
ば
大

丈
夫
だ
と
言
わ
れ
る
も
の
を
作
れ
る

か
で
す
。」
職
員
の
皆
さ
ん
の
姿
に

は
こ
の
言
葉
通
り
の
意
識
が
感
じ
ら

れ
、
職
場
内
に
は
常
に
緊
張
感
が
あ

り
ま
し
た
。
私
の
今
ま
で
の
生
活
で

は
成
功
も
ミ
ス
も
全
て
が
自
分
に
還

元
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
社

会
人
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
自
分
の

ミ
ス
は
会
社
、
お
客
様
が
受
け
る
こ

と
に
な
る
。
リ
ア
ル
な
現
場
を
感
じ

る
こ
と
で
初
め
て
こ
の
感
覚
は
わ
か

る
と
思
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
は
プ
ロ
の
プ
ラ
イ
ド
と
責
任
を
肌

で
感
じ
ら
れ
る
機
会
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

大
学
で
の
講
義
で
の
学
び
と
サ
ー

ク
ル
で
学
ぶ
こ
と
は
何
が
違
う
の
だ

ろ
う
？

　

そ
う
考
え
た
時
に
、
一
番
の
違
い

は
実
際
に
や
っ
て
、
試
し
て
み
る
事

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
講
義
で
学
ん

だ
こ
と
や
日
々
考
え
て
い
る
事
を
実

際
に
試
す
こ
と
が
出
来
る
場
所
が

ロ
ボ
コ
ン
サ
ー
ク
ル
だ
と
考
え
て
い

る
。

　

ロ
ボ
コ
ン
は
自
分
た
ち
で
作
っ

た
ロ
ボ
ッ
ト
が
競
技
を
す
る
。
ロ

ボ
ッ
ト
は
メ
ン
バ
ー
の
努
力
の
結
晶

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
至
る
ま

で
は
数
々
の
、
様
々
な
問
題
が
起
こ

る
。そ
れ
を
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

日
々
学
ん
だ
事
を
駆
使
し
解
決
す

る
。
決
し
て
そ
れ
ら
の
問
題
は
簡
単

に
解
決
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

く
、
常
に
正
解
が
あ
る
と
は
限
ら
な

い
。
そ
こ
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
事
こ

そ
が
『
経
験
』
で
あ
り
、
今
ま
で
に

学
ん
で
き
た
こ
と
を『
経
験
』に
よ
っ

て
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

が
ロ
ボ
コ
ン
サ
ー
ク
ル
に
と
っ
て
の

学
び
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
将
来
、「
町
の
獣
医
さ
ん
に

な
り
、
犬
・
猫
の
診
療
に
携
わ
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
場
と
し
た
の

は
、
犬
・
猫
の
病
院
で
は
な
く
、
動

物
園
で
し
た
。
こ
れ
は
、
将
来
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
動
物
園
の
世
界
を

あ
え
て
見
て
こ
よ
う
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ

て
、
動
物
園
動
物
な
ら
で
は
の
診
療

の
難
し
さ
、
動
物
の
飼
育
や
管
理
の

難
し
さ
、
国
内
に
お
け
る
動
物
園
の

立
ち
位
置
、
動
物
園
が
行
っ
て
い
る

啓
発
活
動
な
ど
、
今
ま
で
自
分
が
知

ら
な
か
っ
た
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
学

び
と
は
、
新
し
い
こ
と
を
経
験
し
、

そ
れ
を
自
ら
の
力
と
し
、
自
分
を
高

め
る
た
め
の
行
為
だ
と
考
え
ま
す
。

剣道における「学び」とは、

人間形成である。
インターンシップにおける「学び」とは、

体感する社会人の
自覚である。

ロボコンサークルにおける「学び」とは、

経験によって裏付けされるモノである。
インターンシップにおける「学び」とは、

新しい世界を
知ることである。

教育学部保健体育講座 3年生

野々村 崇 さん 教育学部理科教育講座物理学専攻 ２年生

伊藤 宏紀 さん

工学部電気電子工学科 3年生

清水 直哉 さん 応用生物科学部獣医学課程 5年生

安田 昇平 さん

｜　【特集2】　「 学び」のチカラ。

 学び の
チカラ。

【特集 2】
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平成23年度支援事業等
岐阜大学基金の創設以来、多くの皆様からご寄附をいただき、ありがとうございます。貴重なご寄附を有効活用するため、次の支援事業を展開しております。

⑴	学生支援事業

　●応援奨学生　　　●岐阜大学流域水環境リーダー育成拠点形成事業に関する私費外国人留学生学習奨学金
⑵	特定事業（寄附者が指定する事業）

　●国際交流促進のための奨学寄附金 　●ドリームプロジェクト（コンティグ・アイ）
　●岐阜大学事業奨励奨学寄附金 　●外国人留学生支援事業

岐
阜
大
学

基
金
の

状
況
報
告

　卒業生をはじめ多くの皆様から岐阜大学基金へご協力いただき、心よりお礼申し上げます。ここに、ご芳名を
掲載させていただきます。
　今号では、平成 23 年 3月から9月末までにご寄附いただいた方で、掲載をご了承いただいた方を五十音順
にご紹介いたします。なお、本学役職員につきましては割愛とさせていただきました。また、10月以降にご寄附
をいただきました方については、次号にて掲載させていただきます。
　今後とも、岐阜大学基金の支援事業等を発展するためにより一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

寄附者芳名録
個人

法人・団体等

基金創設の趣旨

　本学が、更なる飛躍発展を遂げ、地域社会からの信頼と期待に応え、地域社会に貢献できる大
学としての責任を果たすためには、流動的・機動的資金の運用が可能である基金が必要であること
から、平成 21年 6月に創立60周年記念を契機として「岐阜大学基金」を創設いたしました。
　この基金は、多くの皆様のご協力により、学生に対する奨学金や国際交流事業、特色ある研究
活動への支援、地域社会への貢献事業、キャンパス整備など継続的な教育研究活動に活用するこ
ととしております。

基金による事業展開

⑴	学生支援事業（深い専門知識、広い視野と総合的な判断力を備えた人材育成のための支援）

　●優秀な学生への奨学金制度 　●学生の海外留学や交換留学生への支援
　●外国人留学生への奨学金の充実　等

⑵	教育研究活動支援事業（独創的・先進的な研究を行い、成果を絶えず社会に発信するための支援）

　●将来性が見込める優れた研究者に対する研究への支援　　　●教育研究機器の整備
　●研究者の国際的な研究活動への支援 　●海外の協定大学との教育研究交流への支援　等

⑶	地域貢献活動支援事業（地域社会・国際社会からの信頼と期待に応えるための支援）

　●地域企業との連携や協力事業への支援 　●多様な生涯学習機会への支援　等　

⑷	キャンパス環境整備事業

　●講堂、体育館、武道館、グランドの整備　等

㈱エヌテック		様
㈱クリエイティブエージェンシー		様
㈱十六銀行		様
㈱スギヤマメカレトロ		様

㈶井上国際交流基金		様
㈲郁文堂書店		様
イビデン㈱		様
岐阜信用金庫		様

旧	繊維工学科教職員		様
サンメッセ㈱		様
西濃華陽観光バス㈱		様
太平洋工業㈱		様

東栄電業㈱		様
東邦ガス㈱	北部支社		様
特定非営利活動法人	エコ・テクル岐阜		様
有機材料教育研究会		様

渥美	 友啓 様

安部	 則男 様

飯田	 政敏 様

石田	　亨 様

石田	 博昭 様

伊勢村	道雄 様

井谷	 逸郎 様

市村	みゆき 様

井戸	 忠美 様

井戸	 信裕 様

伊藤	　融 様

井上	 明彦 様

伊吹	 治郎 様

今尾	 勝治 様

岩田	　元 様

岩田	 惠司	 様

上野	 信義 様

牛丸	 裕司 様

臼井	 憲義 様

江崎	　攝 様

種田	 稔一 様

大濱	 啓子 様

岡田	 泰幸 様

小椋	 弘樹 様

長田	 仁郎 様

恩田	 武文 様

螺澤	 利昭 様

掛樋	　豊 様

加藤	 賢龍 様

亀山	 要平 様

川村	 喬二 様

北川	 成子 様

木村	 信幸 様

國枝	 孝典 様

久米	 敏博 様

黒田	 広子 様

畔柳	 東一 様

小島	　森 様

小島	 哲朗 様

小塚	　忠 様

後藤	 信義 様

近藤	 拓治 様

近藤	 康夫 様

阪上	 丈一 様

櫻井	 滋也 様

澤上	 藤彦 様

杉浦	 健次 様

髙木	 正巳 様

武山	 茂康 様

田中	　浩 様

谷 	 勉 様

玉城	 信一 様

築山	　茂 様

富田	とよ子 様

豊嶋	 隆明 様

長塩	 恵三 様

長野	 朔夫 様

中原	 昭夫 様

中村	 陽一 様

夏目	 孝男 様

生川	 祐一 様

能勢	　宏 様

野田	 哲歳 様

林　	正一 様

林	 美和子 様

坂	　秀己 様

阪野	 二郎 様

久永	 真二 様

廣瀬	 英雄 様

細川	 勝由 様

前川	 忠敏 様

増谷	 愛子 様

間瀬	 和久 様

松田	 五男 様

松林	 達朗 様

松本	 俊明 様

松本	 光生 様

三國	喜四郎 様

水野	 芳晴 様

峯浦	 良厳 様

宮田	 英雄 様

宮村	 廸子 様

村岡	 直泰 様

銘苅	 敏夫 様

安田	 庄一 様

山口	 政男 様

山下	 康爾 様

山田	 政行 様

山中	 道都 様

山本	　茂 様

横井	 真教 様

吉田	 和光 様

芳山	健一郎 様

若原	 和男 様

和田	 禮三 様

渡辺	 四朗 様

トピックス

インタビュー

対談

新潮流 医
療
の
最
前
線
を
担
う

〝
命
の
司
令
塔
〞

就
職
戦
線
を

読
み
解
く

其の壱

其の弐

其の参

20 30 6050100 40 70（％）

4.6%

其の四

其の伍

岐阜大学基金

お知らせ

公開講座 13.0%

8.3%

31.5%

30.6%

31.5%

67.6%

28.7%

25.9%

26.9%

25.0%

15.7%

回答いただいた方の
興味を持った記事
（複数回答）

 No.20（131名）  No.21（108名）

□広報誌のデザイン ［ 良 い ］ 46.6% → 66.7%

□広報誌の読みやすさ ［読みやすい］ 42.7% → 56.5%

□広報誌の情報量 ［ちょうど良い］ 74.8% → 74.1%

□岐大の様子 ［よくわ か る］ 30.5% → 22.2%

あなたの知らなかった岐阜大学が発見できるかも？
携帯サイトも同時公開しています！
皆様からのご感想をお待ちしております。 http://gproject.gifu-u.ac.jp/

前号 No.21でリニューアルした「岐大のいぶき」に、たくさんのご意見をいただき、
ありがとうございました。アンケートの結果をお知らせします！

新「岐大のいぶき」アンケート報告！

岐大の旬を知るサイト“G project !”オープン！

岐大のいぶき

No.21
前号

　Gプロジェクトは、岐阜大学の学生、
教職員はもちろん、保護者の皆さん、卒
業生、企業、地域の皆さんなどのGサポー
ターとともに育てていくムーブメントです。
　このたび、Gプロジェクトを社会へ発
信する広報ツールとして、岐大の旬を知
るサイト“G	project!”を立ち上げました。

G プロジェクトの G、岐阜大学のこと。
　そして、地域社会に愛される大学の活動…魅力的（Glamorous）な活動、すばらしい（Great）
活動、栄誉ある（Glory）活動が、全国へ世界へとつながる Glocal のこと。

　「緊急医療の新潮流」には、とても
多くの方に興味を持っていただきました。
ご意見の一部を紹介させていただきます。
「研修医対談にひきこまれました。3人
の輝く目がステキです。」「救急医療をは
じめとして、職業プログラムの充実が印
象的な岐大だ。」　とても嬉しいご意見、
ありがとうございました。
　また、リニューアル後のデザイン、読
みやすさが向上し、スタッフ一同、とても
喜んでおります。
　一方で、「岐大の様子」をお伝えする
内容には、まだまだ改善の余地あり、と
の結果でした。ご意見として「いろいろ
な学部の様子がわかる身近なニュースを
取り上げては？」「各学部の特徴や学生
の様子など、学生の保護者として何を子
どもが学んでいるのか知りたいです。」な

どをいただきました。
　今号No.22では、冒頭のTopics の
コンテンツを充実させるとともに、本学
の特色の一つである、地域での教育・
研究活動のひろがりを特集としましたが、
いかがでしたでしょうか。また、「字が小
さいので、読みにくかった」とのご意見
も受け、字体をやや大きくしてあります。
　「岐阜大学のことをもっと日本中に発
信してほしいです。とても良い大学だと思
うので、なんでもよいので外に出して、皆
が入学したいと思う大学にしていってほし
いです。」
　はい！！　広報スタッフ一同、ますます
頑張ります！！
　「岐大のいぶき」は、読者の皆様とと
もに作っていく広報誌を目指しています。
皆様からのご意見をお待ちしております。

このサイトでは、本学の教育活動、研究
活動、学生活動など「学び、究め、貢献
する」活動を分かりやすく、楽しく発信し
ていきます。
　ぜひ、岐阜大学の魅力を発信する
“Gproject!”サイトをのぞいてみてください。
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学部 課程・学科 入学定員
一般入試 特別入試

前期日程 後期日程 推薦入学Ⅰ 推薦入学Ⅱ 社会人 帰国子女

教
育
学
部

学校教育教員養成課程 230 149 63 18

特別支援学校教員養成課程 20 15 5

計 250 164 68 18

地
域
科
学
部

地域政策学科  （50）
60 21 6 10 2 1

地域文化学科 （50）

計※ 100 60 21 6 10 2 1

医
学
部

医学科 107 32 35 40

看護学科 80 47 20 10 3

計 187 79 55 10 40 3

工
学
部

社会基盤工学科 60 33 15 12

機械システム工学科 65 38 17 10

応用化学科 55 32 13 10

電気電子工学科 60 35 15 10

生命工学科 60 35 15 10

応用情報学科 70 40 17 13

機能材料工学科 55 32 13 10

人間情報システム工学科 50 30 12 8

数理デザイン工学科 35 22 9 4

計 510 297 126 87

応
用
生
物
科
学
部

応用生命科学課程 80 54 10 6 10

生産環境科学課程 80 50 10 10 10

獣医学課程 25 21 4

計 185 125 20 16 24

合計 1,232 725 290 32 179 5 1

入試情報

平成24年度入試の変更点

平成24年度学生募集人員

ホームページ
www.gifu-u.ac.jp/ の「入試案内」も併せてご覧ください。

「岐大のいぶき」について
「いぶき」は、滋賀・岐阜県境にある伊吹（いぶき）山と生気・活気を意味する息吹をかけて名付けられました。岐阜大学のある濃尾
平野には、" 伊吹おろし " と呼ばれる強い季節風が吹き込みます。これになぞらえ、本誌には、岐阜大学の活力（いぶき）を地域から
世界へ感じさせたいという願いが込められています。

※地域科学部の入試は、学科の区別をせず、学部単位で行います。
詳細については、「入学者選抜に関する要項」「学生募集要項」等で確認してください。

【センター試験について】
全 学 部・ 学 科 ●平成 24 年度センター試験の教科・科目（地理歴史・公民）の利用方法
工 学 部 ●平成 24 年度センター試験の受験を要する理科科目の変更

【個別入試について】
教 育 学 部 ●推薦入学Ⅰ（センター試験を課さない推薦入試）の廃止：学校教育講座

●推薦入学Ⅱ（センター試験を課す推薦入試）の廃止：理科教育講座（化学・生物学・地学）
●募集人員の変更：保健体育講座

医 学 部 医 学 科 ●後期日程試験において，2 段階選抜を実施
工 学 部 ●推薦入学Ⅱ（センター試験を課す推薦入試）の募集人員の変更
応用生物科学部 ●推薦入学Ⅰ（センター試験を課さない推薦入試）の出願要件の拡大

大学入試センター試験 平成24年1月14日㈯、15日㈰
前 期 日 程 試 験 平成24年2月25日㈯［教育学部実技検査　26日㈰］
後 期 日 程 試 験 平成24年3月12日㈪

■「岐大のいぶき」についてのご意見ご感想をお待ちしております。
送付先 / 岐阜大学経宮企画部経宮企画課広報室　〒 501-1193 岐阜市柳戸 1 番 1
TEL 058-293-2009 　FAX 058-293-3294　 Email kohositu@gifu-u.ac.jphttp://www.gifu-u.ac.jp/

岐大のいぶきはWebからもご覧いただけます！


